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１．カーナビゲーションとは？

２．カーナビゲーションシステムの
仕組みと機能
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カーナビゲーションの基本構成

液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

車速ｾﾝｻｰ

ﾅﾋﾞ本体

GPSｱﾝﾃﾅ

GPS衛星

１．自車位置表示
２．目的地の地図検索
３．目的地までの経路探索
４．目的地までのルート案内

データ通信 ＶＩＣＳ

ＶＩＣＳアンテナ

通信ユニット

地図データ
ＨＤＤ/半導体メモリー/DVD-ＲＯＭ/CD-ROM
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カーナビゲーションの機能概要

１．地図表示／ルート案内

○高速道路の走行も、交差点での分岐も、安心で快適
○見やすい情報表示と適切なボイスサポートによるルート案内
○状況や目的に合わせて必要な情報をわかりやすく
○まるで通い慣れた道のようにクルマは目的地をめざす

２．検索
○目的地へピンポイントで
○もっている情報や目的、キーワードで、

３．ルート探索
○刻々と変化する道路情報などを駆使したルート探索機能

４．ボイスコントロール
○安全なドライブのために、さらに自然で、使いやすく

５．ネットワーク対応
○ＶＩＣＳ ３メディア（光ビーコン、電波ビーコン、ＦＭ放送）
○ＥＴＣ
○ｉモード／インターナビシステム／Ｇ-ＢＯＯＫ／緊急通報支援（ＨＥＬＰＮＥＴ）など
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カーナビゲーションシステムの市場推移
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乗用車保有台数：５,３５４万台に対し、
０３年８月 累計１,３５９万台突破 VICS：累計７１６万台(2003年６月)装着率は2001年より９０％

乗用車保有台数：５,３５４万台に対し、
０３年８月 累計１,３５９万台突破 VICS：累計７１６万台(2003年６月)装着率は2001年より９０％

（０３年は予測値）
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カーナビゲーションシステムの変遷（１）
◆１９８０年代
・１９８１年 「ﾎﾝﾀﾞ･ｴﾚｸﾄﾛ・ｼﾞｬｲﾛｹｰﾀｰ」の商品名で世界初のカーナビゲーションを開発
（スライド式ｱﾅﾛｸﾞ地図・地図ＤＢソフトなし）
・1987年 世界初 CD-ROM自動車用ﾃﾞｼﾞﾀﾙ地図ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ（ﾄﾖﾀ ｸﾗｳﾝ）
◆１９９２～３年
・1992年世界初の音声経路案内ナビ（ﾄﾖﾀ セルシオ）
・ＣＤを使ったシステムを相次いで開発。市場、活性化。
◆１９９４年
・カーナビの潜在性、一気に注目を集める。
・カーマルチメディアの将来を見越して、２０社を超えるメーカが参入。

◆１９９５年
・機能充実（自動ルート設定、各種ガイド機能など）
・日本交通管理技術協会（警察庁の外部団体）から交通規制データの提供
（一方通行、進入禁止など）
・測位精度に注目。ＧＰＳ測位とジャイロセンサ、車速信号によるハイブリッドタイプが主流に。
・音声認識、ＨＵＤなどの周辺機器も登場。

◆１９９６年
・ＶＩＣＳのサービス開始（春、首都圏からスタート）
・車載用情報サービス事業が話題に（ＡＴＩＳ・ＩＴＧＳなど）
・各種ＣＤ－ＲＯＭソフト（電話番号検索、ゴルフ、スキー、観光向けソフトなど）
・各ナビメーカ／自動車メーカ、欧州、米国にカーナビ出荷を開始。
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カーナビゲーションシステムの変遷（２）
◆１９９７年
・純正カーナビ市場が、市販市場を逆転。
・ＤＶＤナビの登場。Ｄ－ＧＰＳ用受信ユニット内蔵も出現。

◆１９９８年
・ＤＶＤナビにより市場拡大。
・平成不況の折、肝心のクルマが売れず、純正ナビ市場は伸び悩み。

◆１９９９年
・カーナビの装着率１８．８％程度 稼動台数 約３７５万台（９５～９８年末出荷台数累計）
・米国オートＰＣ市場投入。
・情報サービス対応商品登場（モネ、コンパスリンク等）
・欧州カーナビ市場本格化（市場規模５０万台超）。ターンｂｙターン型の比率が高い。

◆２０００年
・ＶＩＣＳ３メディア対応、ｉモード対応、ＥＴＣ対応、ＨＥＬＰ対応カーナビ。
・インターネット対応カーナビ市販商品増加。
・業界標準作り（地図フォーマット、車載情報機器用ＯＳなど）

◆２０００年

◆２００１年
・ＨＤＤを利用したカーナビが登場

・ＨＤＤカーナビが普及価格帯へ
５



カーナビゲーションを構成する要素技術

ルート探索・案内技術ルート探索・案内技術

H M I 技術H M I 技術

画像
音声合成・認識

電波・光ビーコン
ＤＳＲＣ
（含む無線ＬＡＮ）

地図データベース地図データベース

インター
ネット網

情報サービス

情報通信技術情報通信技術

ＦＭ多重

ＧＰＳ

ディファレンシャル
ＧＰＳ

車速センサ

ジャイロ

ロケーション技術ロケーション技術

高速ＣＰＵ・高速描画技術高速ＣＰＵ・高速描画技術

ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ
ＨＤＤ
半導体メモリ
６


